
























































KGGP 社会学批評 第２号［January ２０１０］
原宿、下北沢がその代表格である。行政や民間
企業により開発され意味づけられる都市から、
個人の欲望が表出し、集まり、交差するスト
リートが前面化する都市へ。「東京」的消費文
化を模倣した郊外と鏡合わせのように新しい消
費文化が「東京」の中心では出現している。
本書においても、「横浜・鎌倉・湘南といっ
た東海道筋のクラシカルな文化イメージ圏で今
後何か新しいものが生まれるかどうかは疑問」
であり、新しいものが生まれる場所として
「マークするとしたら」、「東京」文化圏となっ
た「東

京

都

緑区（引用者注 傍点は原著ママ。
実際は神奈川県横浜市緑区である。）」であるこ
とが論じられている（p.１８）。消費社会の下、
変化を続ける「東京」とその「東京」の消費文
化を模倣する郊外―近年、地方で起こっている
現象として「アニメ聖地」化現象が注目されて
いるが（＊３）、それすらも一面的には、「東京」
の新たな消費文化である「趣都」の「侵略」と
して捉えることもできるだろう。
本書に書かれていることはすでに過ぎ去りし
ことである。しかし、「侵略」の進行中に抱か
れた編著者の危機感は未だに有効な問題意識を
はらんでいる（＊４）。より流動性が進んだ「ゼロ
年代」においては、あらゆる資本において東京
と地方の間に絶対的な格差、非対称性が顕在化
しつつある。そう、われわれは「『東京』の

侵
略」は容易に想定するかもしれないが、「『東
京』へ

の

侵略」は想定しえないのだ…（「『東
京』への回

収

」ならば想定しうるかもしれない
が…）
その状況において、ストリートにはどのよう
な形で「東京」的消費文化に対抗する萌芽は生
まれているか。あるいは、さらに対抗が困難な
状況に陥っているのか。われわれがストリート
の現在を読み解く際の有効な視座となろう。
（＊１）三浦展（２００４）は、「地方農村部の郊外化」を
「ファスト風土化」と名付けた。同様の状況を
東浩紀・北田暁大（２００７）は「ジャスコ化」
「国道１６号線的」と呼んでいる。
（＊２）森川嘉一郎（２００３）は、東京・秋葉原を事例
として趣味が都市を特徴づける動向を論じ、
そのような趣味が表出した街を「趣都」と呼
んだ。
（＊３）埼玉県北葛飾郡鷲宮町や兵庫県西宮市などは、
アニメ作品の舞台となった場所として多くの
アニメファンが訪れる「アニメ聖地」になっ
ている。各地域では、それを利用したまちお
こしがなされており、その経済効果が注目さ
れている（「我が町オタクの集う地に」日経流
通新聞 ２００８年１１月１２日３面）。
（＊４）なお、当時の『月刊アクロス』編集長は先に
名前を挙げた三浦展であり、彼の「ファスト
風土」論に至る問題意識を本書に見ることが
できる。
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